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研究成果の概要（和文）：本研究では、遊び場を中心とする子どもの居場所を、アンケート調査・

行動観察調査などによってとらえ、描画表現・自由記述表現の分析を通して、子どもの居場所

を「生活場面」として分類・整理した。また、「生活場面」を成り立たせている要素を「環境

資源」と位置づけ、子どもがそれに着目し、使いこなしながら居場所をつくる行動（場所構築

行動）を支援する施設・制度・プログラムのあり方を考察し、子ども環境づくりの指針として

まとめた。 
 
研究成果の概要（英文）：In	 this	 study,	 children's	 places	 that	 are	 mainly	 playgrounds	 were	 
researched	 by	 questionnaire	 and	 observation	 investigations.	 Through	 the	 analysis	 of	 
drawing	 expressions	 and	 free	 description	 expressions,	 the	 children's	 places	 were	 
classified	 and	 arranged	 as	 the	 "scene	 of	 lives".	 Moreover,	 the	 elements	 that	 are	 
supporting	 "scene	 of	 lives"	 could	 be	 regarded	 as	 "environmental	 resources."	 It	 is	 said	 
that	 children	 are	 paying	 attention	 to	 them,	 are	 making	 use	 of	 them,	 and	 are	 constructing	 
their	 own	 places.	 Besides,	 the	 ideal	 state	 of	 the	 local	 institutions,	 the	 systems,	 and	 
the	 programs	 that	 supports	 children's	 place	 constructing	 behaviors	 were	 considered.	 
Finally,	 the	 guideline	 of	 making	 children's	 places	 was	 organized.	 
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１．研究開始当初の背景 
(1)子どもの居場所とそれを支える地域環境	 
研究代表者は、本研究開始以前まで、少

子・高齢・過疎化地域や地方都市中心部にお
いて、小学校児童が日常環境の中に「お気に

入りの場所」を発見し、使いこなし、意味づ
ける行動の実態を明らかにしてきた。この行
動によって形成される場所は、「子どもの居
場所」と呼べるものであり、子どもの日常生
活に無くてはならず、子どもの健全な育成に
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寄与することがわかっている。	 
また、かつての地域コミュニティは、子ど

もに対する「教育力」や「防犯安全性」を含
むものであっが、現在、地方都市中心部では、
少子化・高齢化・都市の空洞化に伴って地域
コミュニティが大きく変容し、とりわけ「教
育力」と「防犯安全性」の点で大きな課題を
抱えている。このような経緯から、これまで
の研究蓄積を発展させ、子どもの居場所に焦
点をあてた地域環境づくりに関する研究を
推進する着想に至った。	 
	 

(2)住民主体のまちづくり	 
子どもは、自宅と教育施設・福祉施設・都

市施設（学校・幼稚園・図書館・公園・道路
など）を日常的に行き来して居場所を形成す
るが、一方で子どもの居場所の形成を支えて
いるのは地域環境であると言える。地域環境
は、住民の日常生活や種々の活動、地域の歴
史や文化などの地域固有性、地形・自然・景
観・都市施設・建築物などの地域の環境資源
などであり、大きく「ハード的要素」と「ソ
フト的要素」に分類できる。	 
現在、まちづくりの現場では「住民参加」

の手法が採用されることが多いが、行政主導
のまちづくりに住民が参加するという枠組
みには限界もある。「参加」の枠を超えて、
地域環境に精通した主体的な推進者（ファシ
リテータ）が地域には必要であり、合意形成
に至るための「環境づくりの指針」を構築し、
住民が共有し、住民が主体となって自らの地
域環境のあり方を議論する必要がある。	 
本研究では、「住民主体のまちづくり」の

機運が高まっている地域において、子どもの
居場所とそれを支える地域環境のあり方を
研究し、「住民主体のまちづくり」における
主体的推進者（人材）の育成に関する知見の
抽出、画一的でない地域に根ざした子ども環
境づくりの指針を構築する。	 
 
２．研究の目的 
	 本研究は、少子化・高齢化・過疎化・地域
コミュニティの変容・犯罪不安などの課題を
持ちながらも「住民主体のまちづくり」の機
運が高まっている地方都市中心部の地域を
対象として、子どもの「遊び場」「学び場」
などの「居場所」に焦点をあてて、子どもの
健全な育成・地域の教育力の向上・地域の防
犯安全性の向上を一体的に推進するための
「子ども環境づくりの指針」を導き出すこと
を目的とする。 
 
３．研究の方法 
	 研究対象地は、和歌山県和歌山市中心部と
し、特に、６つの教育・福祉施設（和歌山市
立S保育所・和歌山市立S小学校・和歌山市立S
中学校・和歌山県立Wろう学校・和歌山県立W

商業高校・私立M保育園）が集中し、約2300
人の子どもが集っているS地区に焦点をあて
てケーススタディを行った。S地区では、「教
育福祉施設・保護者連絡協議会」が設立され
、施設間連携・住民主体のまちづくりの機運
が高まっている。	 
	 
(1)環境資源に関する調査・分析	 
	 和歌山市中心部およびS地区の歴史的・文化
的・社会的な特徴・固有性などの「社会文化
的環境資源」、研究対象地における居住施設
・子育て支援施設・児童福祉施設・小学校・
学童保育所・公共施設・文化施設などの「物
的環境資源」、自治会・PTA・NPO・NGO・ボラ
ンティア団体・福祉団体・サークルなどの「
人的環境資源」の調査・分析を行った。	 
	 
(2)小学生の放課後の遊び場と居場所に関す
る調査・分析	 
	 和歌山市立S小学校・紀の川市立H小学校に
おいて、ヒアリング調査・アンケート調査（
描画表現・自由記述表現を含む。）・行動観察調
査を行い、小学生の放課後の遊び場と居場所に
関する調査・分析を行った。 
	 
(3)自宅に付随する子育て支援環境に関する
調査・分析	 
	 未就学児童の居場所を考察するため、最も
身近な生活環境である「自宅」に付随する子
育て支援環境に着目し、「大阪市子育て安心
マンション事業」の調査・分析を行った。	 
	 
(4)子どもの居場所を支える施設・制度・プ
ログラムに関する調査・分析	 
	 未就学児童および小学生の居場所を考察
するため、和歌山県・和歌山市・S 地区にお
ける子育て支援施設・児童福祉施設・小学
校・学童保育所・公共施設・文化施設などの
「施設」、子育て支援・放課後の居場所づく
りなどの施策・事業・助成などの「制度」、
各施設で行われている子育て支援・放課後の
居場所づくりなどの「プログラム」の調査・
分析を行った。	 
	 
(5)子どもの場所構築行動に関する調査・分
析	 
	 和歌山市立 S保育所・私立 M保育園におい
て、ヒアリング調査・アンケート調査（描画
表現・自由記述表現を含む。）・行動観察調査を
行い、未就学児童の居場所に関する調査・分
析を行った。また、未就学児童の居場所と子育
て支援環境の関係性を考察し、（２）の結果も統
合しながら、子どもを取り巻く環境資源と子ど
もの場所構築行動に関する調査・分析を行っ
た。	 
	 
(6)子どもの場所構築行動を支える環境資源



に関する調査・分析	 
	 (1)~(5)に立脚して、和歌山市中心部および
S地区における子どもの場所構築行動と「社会
文化的環境資源」「物的環境資源」「人的環境
資源」との関係性を、環境行動論的視点から
調査・分析した。	 
	 
４．研究成果	 
(1)環境資源の実態	 
	 和歌山市中心部およびS地区における「社会
文化的環境資源」「物的環境資源」「人的環境
資源」の概要が明らかになった。	 
	 
(2)小学生の放課後の遊び場と居場所の実態	 
	 和歌山市立S小学校・紀の川市立H小学校に
おいて、小学生の放課後の遊び場、小学生の放
課後生活、小学生の意識・ニーズが把握された
。また、描画表現・自由記述表現の分析を通
して、小学生の居場所が「生活場面」として
分類・整理された。さらに、小学生の遊び環境
、小学生の放課後の居場所づくりに必要な要素
が抽出された。	 
	 
(3)自宅に付随する子育て支援環境の実態	 
	 「大阪市子育て安心マンション事業」の調
査・分析から、自宅に付随する子育て支援環
境の実態が明らかになり、未就学児童を取り
巻く居住環境の現状と課題が抽出された。	 
	 
(4)子どもの居場所を支える施設・制度・プ
ログラムの実態	 
	 和歌山県・和歌山市・S 地区における未就
学児童・小学生の居場所を支える施設・制
度・プログラムの概要が把握され、現状と課
題が抽出された。	 
	 
(5)子どもの場所構築行動の実態	 
	 和歌山市立 S保育所・私立 M保育園、和歌
山市立 S小学校・紀の川市立 H小学校におけ
る未就学児童・小学生の日常生活、地域環境
における施設の利用状況、および場所構築行
動の実態が明らかになった。また、描画表
現・自由記述表現の分析を通して、未就学児
童の居場所が「子育て生活場面」として分
類・整理された。さらに、未就学児童・小学
生の場所構築行動の見地から、施設・制度・
プログラムの問題点や課題が抽出された。	 
	 
(6)子どもの場所構築行動を支える環境資源
の実態	 
	 和歌山市立S保育所・私立M保育園、和歌山
市立S小学校・紀の川市立H小学校における、
未就学児童の「子育て生活場面」、小学生の
「生活場面」が、場所構築行動の見地から把
握された。また、これらの「生活場面」を成
り立たせている「社会文化的環境資源」「物
的環境資源」「人的環境資源」の実態が把握さ

れた。さらに、未就学児童と保護者、小学生
が地域の環境資源に着目し、使いこなし、居
場所をつくる行動（場所構築行動）を支援す
る施設・制度・プログラムのあり方を考察し
、子ども環境づくりの指針としてまとめた。	 
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